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研究成果の概要（和文）： 
 授業記録の読みは，授業研究の重要な要素である．教師と教師志望学生の授業記録の読解方
略の調査を行い，「主質問，相互作用，教材・教具，分節等」の因子を抽出・解釈した．とく
に，「主質問，相互作用，教材・教具」は，「授業記録読解スキーマ」と考えられる．学生の
授業記録読解は，「テキストベース」で，教師の読解は既有知識・スキーマを手がかりとした
「状況モデル」構築処理である．この教師の読みをモデルに授業記録改訂方法を開発した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 How to interpret lesson protocols is an important element in lesson studies.  
A questionnaire survey was conducted to compare in-service and pre-service teachers 
regarding their strategies of interpreting lessons protocols.  
  A factor analysis revealed factors such as main questions, interaction, and teaching 
aides and materials. These factors are considered to comprise the important part of lesson 
protocol interpretation schema. It was found that pre-service teachers tended to 
interpret lessons at the superficial level of text, whereas in-service teachers had a 
“situational model”based more upon their teaching experience and schema. 
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１．研究開始当初の背景 
授業研究は，授業改善，教師の授業力量の

形成，授業についての学問的研究（授業原理
の発見と授業理論・モデルの構成）を目的に
行われ，実践としての授業を観察・記録し，
定式化された手続きにより対象化すること
からはじまる．ビデオ機材の高性能・低廉化

に伴い，授業ビデオ記録視聴の授業研究が多
くなってきている．ビデオ記録と文字記録は
互いに補完し合うものであるが，録音・録画
は，時間の流れとともに記録・再生されるた
めに一覧性はない．逆に，文字記録は圧縮し
た形でデータを通覧することができ，時間的
順序に制約されずに要素・部分間の比較など
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が可能であり，一般原理等の推論には不可欠
であることから，授業研究は文字記録を主対
象として行われる．文字記録は，読者固有の
読みの速さに応じて読解を進め，書き込みを
行いながら幾度も読み返しができる利点が
ある． 

このように，授業記録は授業研究の対象と
ともに教育実践の貴重な財産であるが，実習
生や新・初任教師が文字記録を読み・学ぶこ
とは難しく，その記録の読解は，経験の蓄積
により解決すべき個人の問題とされ，労力を
かけ作成された記録が授業の改善・充実に資
することは多くない． 
 
２．研究の目的 
 教師・教師志望学生の授業記録の読解過程，
読解方略(読み･理解のための活動・思考，知
識等)について調査・分析し，それに基づき
読解を促進する知識の体系化の検討と，読解
を促進・支援する授業記録改訂（授業過程可
視・状況モデル化）の方法を検討・開発する． 
 
３．研究の方法 
(1)教師・実習生の授業記録の読解方略の調
査 
 調査項目は，授業記録に関する教育実践・
授業研究関係の雑誌等の調査と，積極的に授
業研究に取り組む各年齢層の小学校教師に面
談調査を行い，それらを物語・説明文・談話
等の読解研究の文献を参考に，国語･算数の授
業記録読解の視点でまとめ原案を作成した．
その原案を教科教育等の複数研究者等に，
各々の教科の授業記録読解への適応可能性等
について検討･評価を依頼し，小・中学校及び
各教科の授業記録読解に共通した内容となる
よう，再整理しまとめた． 
 小･中学校教師(397 名)，学生（443 名：教
育実習経験・未経験）を対象に調査し，因子
分析等処理を行った． 
(2) 授業記録改訂（授業過程可視・状況モデ
ル化）の方法を検討・開発 
  前項の教師の授業記録読解調査のスキー
マをモデルに，授業の状況モデル・イメージ
仮説構築を想定した，授業過程の状況モデル
化・可視化の方法を検討する．授業は，時系
列・連鎖的な授業（教授・学習行動 Activity
の相互作用）過程について｢心理サイバネテ
ィックス(Miller,G.A.et.al 1980)｣等の考え
を援用し分節化し，さらに「授業スキーマ等」
を拠り所として〔時間・遷移×内容〕の 2次
元構造への変換（改訂・可視化）手続きを検
討した． 
 
４．研究成果 
(1)小・中学校教師の授業記録読解方略を調
査し，「①授業構造，②学習目標，③分節，
④教材・教具，⑤注目語，⑥模倣，⑦吟味，

⑧学習活動，⑨自己体験，⑩補完」の 10 因
子を抽出・解釈した．なかでも「授業構造」
は寄与率も高く，重要な位置づけの因子であ
る． 
さらに，教職経験が 5年以下の教師は「⑥

模倣」，6年以上の教師は「①授業構造，③
分節」をそれぞれ主要な手がかりとして読み
を進めるという知見を得た． 
 これは，教職・授業経験を経て体験的に蓄
積される「授業構造（主質問・応答・対応行
動等から構成）」が，授業イメージ（メンタ
ルモデル・状況モデル）生成に寄与している
と考えられる． 
(2)教師志望学生の授業記録読解方略を調査
し，「①教科書，②子ども，③発問効果，④
補完，⑤主質問，⑥ねらい，⑦マーキング（印
付け），⑧主体化，⑨分節，⑩自己体験，⑪
学習活動」の 11 因子を抽出・解釈した． 
 学生の授業記録読解は「①教科書，②子ど
も，⑤主発問」という授業の目標を実現する
具体的内容，観察可能な顕在的・個別的知識
によるボトムアップの読みがなされている
特徴がある． 
 さらに，教育実習経験者は「⑩自己体験」
を，教育実習未経験者は「⑪学習活動」を手
がかりとして読み進めることが明らかにな
った。 
(3)教師・教師志望学生の授業記録読解方略
調査の結果，「①主質問，②相互作用，③教
材・教具，④学習者，⑤キーワード・マーク，
⑥体験，⑦分節，⑧立ち止まり，⑨ヒント」
の 9因子を抽出・解釈した．また，「①主質
問，②相互作用，③教材・教具」の 3因子は
寄与率・累積寄与率に占める割合も高く，授
業記録読解の重要因子であり「授業スキー
マ」の構成要素と考えられる．さらに，学生
の授業記録読解は，「⑦分節，⑧立ち止まり」
を重要手がかりとした「テキストベース」で
あり，教師の読解は「①主質問，②相互作用，
③教材･教具，④学習者，⑥経験」の既有知
識・スキーマを重要手がかりとした「状況モ
デル」構築処理と捉えられることが明らかに
なった． 
(4) 教師の授業記録読解は「①主質問，②相
互作用，③教材･教具，④学習者，⑥経験」
の既有知識・スキーマを重要手がかりとした
「状況モデル」構築処理と考えられる． 
  この教師の授業記録の読みにおける「授業
スキーマ（①主質問，②相互作用，③教材・
教具）」等を手がかり・モデルとした授業記
録改訂の方法・手続きを検討し，下記の手続
きを開発した． 
 授業の時系列・連鎖的過程を分節化・部分
系列化により，〔時間・遷移×内容〕の 2次
元構造に変換（改訂・可視化）手続きを設け
た． 
① 授業の目標・内容・方法の視点からキー



 

 

フレーズ・キーセンテンス等を抽出し，
一連番号を付す 

② ①で抽出したキーフレーズ・キーセンテ
ンス等について教授・学習過程における
教授・学習行動を，「ねらい，意味・内
容」等に基づき場面（分節，エピソード，
シーン）に分け，改めて文節・文節内一
連番号を付す． 

③ 分けられた場面・分節内の教授・学習過
程の遷移過程を〔時間･遷移×内容〕の 2
次元構造に変換（改訂・可視化）手続き・
ルールを設ける．  
ｱ) 時間経過は，「上から下へ」の遷移     

を第１原則とする． 
・説明等が繰り返されている場面の
とき，バリエーション等意味的変
化があるときは，「説明(1)」「説
明(2)」……というように，時間的
経過としてみる． 

ｲ) 同じ「ねらい，意味・内容」の分節
内では，「左から右へ」と遷移させ，
〔時間･遷移×内容〕の 2次元構造
に変換･改訂表現する． 
・同じ「ねらい，意味・内容」の分
節内で「子どもの反応・応答(考え
a)」，「同(考え b)」……のよう
に，類比・対峙等は出現順に左か
ら右へ横に並べる．類比質問にお
ける分析・比較，否定質問におけ
る反対・対立等の提示とそれを媒
介とした問答等の場面は，授業の
重要場面・キーシーンとして読み
とれるよう，類比・対峙等を明確
にする． 

ｳ)  フィードバック・フィードフォワー
ド等の遷移過程間の関連事項は，そ
の事項間を破線で結び，その関連を
表す． 

(5) 授業記録・授業過程の〔時間・遷移×内
容〕の 2次元構造への改訂・表現手続きにつ
いて，教員養成課程（教師志望）学生，新・
初任期教師を対象に適用した結果，手続きの
定式化等が確認された． 
 また，〔時間・遷移×内容〕の 2次元構造
への改訂・表現した図に基づき，授業の特徴
の抽出等の授業研究においても効果がある
ことが認められた． 
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